
 

議 会 運 営 委 員 会 日 程                                  

 

 

令和６年３月１５日（金） 

午前１０時 議会運営委員会室 

 

 

 

日程第１ 追加議案について 

 (1) 議案第９０号 川崎市副市長の選任について 

 (2) 議案第９１号 川崎市教育委員会委員の任命について 

 (3) 議案第９２号 神奈川県公安委員会委員の推薦について 

 

日程第２ 修正案及び予算の組替え動議について 

 (1) 「議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」に対す

る修正案 

 (2) 「議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議 

 

日程第３ 意見書案及び決議案について 

 (1) 意見書案第１号 政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意見書 

 (2) 意見書案第２号 政治家の政治資金に関わるコンプライアンス遵守を求める意見書 

 (3) 意見書案第３号 大阪・関西万博の開催時期や会場の追加を含めた開催手法の見直し

を求める意見書 

 (4) 決議案第 １号 行政文書における誤解を招く記載内容の修正を求める決議 

 

日程第４ ３月１８日（月）の本会議の運営について 

  【別紙「３月１８日（月）の本会議の議事要領」による】 

 

日程第５ その他 
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「議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の

制定について」に対する修正案の骨子 
 
 
【修正の趣旨】 
  介護保険料率の改定について、被保険者の負担を軽減するなど所得額に配

慮し、負担能力に応じた負担を求めるため修正するもの 
 
【修正案の内容】 

保険料率算定の基準となる、第１号被保険者の基準保険料を第７期の基準保

険料に修正する。 
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   「議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て」に対する修正案の提出について 

 

 

上記の修正案を別紙のとおり、地方自治法第１１５条の３及び川崎市議会会議

規則第１６条の規定により提出いたします。 

 

令和６年３月１２日 

 

川崎市議会議長  青 木 功 雄  様 

 

         提出者  川崎市議会議員  宗 田 裕 之 

 

                 〃     井 口 真 美 

 

                 〃     渡 辺   学 

 

                 〃     石 川 建 二 

                  

 〃     後 藤 真左美 

 

                 〃     小 堀 祥 子 

 

                    〃     市 古 次 郎 

 

                    〃     齋 藤   温 
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「議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」

に対する修正案 

 

「議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」

の一部を次のように修正する。 

 

第８条第１項第１号及び第２号の改正規定中「３５，９９０円」を「３１，８

０５円」に改め、同項第３号の改正規定中「４６，０３５円」を「４０，６８２

円」に改め、同項第４号の改正規定中「５３，３９１円」を「４７，１８３円」

に改め、同項第５号の改正規定中「７１，１８８円」を「６２，９１０円」に改

め、同項第６号の改正規定中「７９，０９７円」を「６９，９００円」に改め、

同項第７号の改正規定中「９０，９６２円」を「８０，３８５円」に改め、同項

第８号の改正規定中「９８，８７２円」を「８７，３７５円」に改め、同項第９

号の改正規定中「１１８，６４６円」を「１０４，８５０円」に改め、同項第１

０号の改正規定中「１３４，４６５円」を「１１８，８３０円」に改め、同項第

１１号の改正規定中「１４２，３７５円」を「１２５，８２０円」に改め、同項

第１６号の改正規定及び同号を同項第１９号とする改正規定中「２６１，０２１

円」を「２３０，６７０円」に改め、同項第１５号の改正規定及び同号を同項第

１７号とし、同号の次に１号を加える改正規定中「２２９，３８２円」を「２０

２，７１０円」に改め、第１８号中「２４５，２０１円」を「２１６，６９０円

」に改め、同項第１４号の改正規定及び同号を同項第１６号とする改正規定中「

２１３，５６２円」を「１８８，７３０円」に改め、同項第１３号の改正規定及

び同号を同項第１５号とする改正規定中「１９７，７４３円」を「１７４，７５

０円」に改め、同項第１２号の改正規定及び同号を同項第１３号とし、同号の次

に１号を加える改正規定中「１６６，１０４円」を「１４６，７９０円」に改め、

第１４号中「１８１，９２４円」を「１６０，７７０円」に改め、同項第１１号

の次に１号を加える改正規定中「１５０，２８５円」を「１３２，８１０円」に

改め、同条第２項の改正規定中「２２，５４３円」を「１９，９２２円」に改め、

同条第３項の改正規定中「３０，２１６円」を「２６，７０２円」に改め、同条

第４項の改正規定中「５２，９９５円」を「４６，８３３円」に改める。 
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提 案 理 由 

 

介護保険料率の改定について、被保険者の負担を軽減するなど所得額に配慮し、

負担能力に応じた負担を求めるため修正するものである。 
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「議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動

議の提出について 

 

 

上記の動議を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１５条の規定により提出い

たします。 

 

令和６年３月１２日 

 

川崎市議会議長  青 木 功 雄  様 

 

         提出者  川崎市議会議員  宗 田 裕 之 

 

                 〃     井 口 真 美 

 

                 〃     渡 辺   学 

 

                 〃     石 川 建 二 

                  

 〃     後 藤 真左美 

 

                 〃     小 堀 祥 子 

 

                 〃     市 古 次 郎 

 

                    〃     齋 藤   温 
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「議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動 

議 

 

「議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算」、「議案第３９号 令和６

年度川崎市競輪事業特別会計予算」、「議案第４１号 令和６年度川崎市国民健

康保険事業特別会計予算」、「議案第４５号 令和６年度川崎市介護保険事業特

別会計予算」、「議案第４６号 令和６年度川崎市港湾整備事業特別会計予算」、

「議案第５０号 令和６年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算」、

「議案第５３号 令和６年度川崎市下水道事業会計予算」、「議案第５４号 令

和６年度川崎市水道事業会計予算」について、市長は別紙要領により速やかに組

替えをなし、再提出することを要求する。 
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（別  紙） 

 

１ 組替えを求める理由 

物価高騰はあらゆる分野に及んでおり、２０２４年１月の総務省消費者物価

指数は、総合指数で前年同月比２．２％上昇し、消費者物価指数を用いて負担

増を試算すると、家計の一人あたり負担増加額は、２０２４年は２．９万円、

４人家族で１１．４万円増加すると試算している民間保険会社もある。社会保

障は、年金、医療、介護などあらゆる分野で負担増と給付削減が繰り返された。

この３０年程の間に、国民年金保険料は２倍、国民健康保険料・税（１人当た

り）は１.５倍、介護保険料も２倍にもなりながら、年金給付は１０年前と比較

して実質７．３％も減っており、市民の生活を圧迫している。 

世界有数の高い学費に加え、無償とされる義務教育においても、給食費など

重い教育費の負担が暮らしにのしかかっている。高い学費と不十分な奨学金制

度によって、若者が背負わされている借金は総額１０兆円にも及び、この３０

年間で７倍にもなっている。 

日本の子どもの貧困率は１０％を超え、約７人に１人の子どもが「貧困ラ

イン」を下回っており、ひとり親世帯については半分が貧困状態にある。令和

４年１２月の厚生労働省の発表によると、母子世帯の年間平均就労収入が２３

６万円で、母子家庭の母親を含む、非正規雇用の女性がより深刻な状況に陥って

いる。 

日本は、世界でも特異な「賃金が上がらない国」となっており、実質賃金

は、１９９１年から２０２２年にかけて、アメリカは１．４８倍、イギリスは

１．４６倍になっているが、日本は１．０３倍と、この３０年で先進国で唯一、

「賃金が上がらない国」となっている。直近の１０年間でみると、実質賃金は

増えるどころか、年間２４万円も減っている。日本経済の５割以上を占める家

計消費の落ち込みは、国内経済を停滞させ、２０２４年２月に発表された国民

一人あたりのＧＤＰは、ドイツに抜かれ４位に転落した。また、非正規労働者

が約４割に上り、貧困と格差が広がっている。 

中小企業や小規模事業者は新型コロナウイルス感染症、物価高騰によって

大きなダメージを受け、景気低迷も加わり、三重四重の打撃を被っている。 

こうした中、地方自治体には国の悪政から市民生活を守る防波堤の役割を

果たすことが求められているが、新年度予算案は、市民の福祉や暮らし、市内

中小企業への支援、雇用対策など極めて不十分なものとなっている。 

その一方で、不要不急な大規模事業への予算は大幅に増えており、市民に

とって必要のない臨港道路東扇島水江町線整備に約３７億円、コンテナターミ

ナル整備事業に約１３億円、東扇島堀込部土地造成事業に約２３億円など臨海
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部に係るものとして約９８億円といった多額の予算が計上されている。 

我が党は、市民生活を支えるための緊急課題に絞って、次の組替えの基本

方針及び内容により２０２４年度予算案の再提出を求めるものである。 

 

２ 組替えの基本方針 

⑴ ２０２４年１月１日に起きた能登半島地震の教訓から、防災対策の第一の

要である旧耐震基準の木造住宅の耐震化促進を図るため、助成対象件数を

拡充する。また、災害時の避難所トイレに活用できるよう、トイレトレー

ラーを各行政区に１台配置する。 

⑵ 新型コロナウイルス感染症対策として、高齢者入所施設等の介護現場では、

直接的な身体接触が必要となる上、クラスターが発生しやすい状況があり、

感染を予防するためにも、入所者に対する定期的なＰＣＲ検査を行う。 

⑶ 子育て世代の賃金・経済状況が悪化しているため、第２子保育料の無償化

を行い、保育料の負担軽減を図る。また、保育士の平均年収が全産業平均

より低く、保育士の確保が困難になっているため、市単独の保育士への

処遇改善をさらに上乗せする。小児医療費助成制度の一部負担金を撤廃し、

助成対象を高校卒業まで拡充する。私立幼稚園の入園料について補助制度

を創設する。一人ひとりの子どもに目が行き届き、学習・生活指導などあ

らゆる面から教育条件を改善する有効策として、少人数学級を中学３年生

まで実施する。 

⑷ 高齢者に増税・負担が集中している状況下で、介護保険料の基準額を第７

期の額に戻し、１９段階にする。安心して介護を受けられるよう、介護援

助手当を復活、特別養護老人ホームを増設し、人材確保が困難な介護老人

福祉施設等に職員の定着・確保を図るための支援を行う。削減した障害者

支援施設等運営費の市単独定率加算を復活させるとともに、非課税世帯等

の低所得の障がい者の医療費を無料にし、重度障害者等入院時食事代補助

制度を復活する。さらに、補聴器の購入費用の助成を行う。 

⑸ 貧困と格差が拡大している状況下で、被保護世帯への上下水道料金の基本

料金減免の復活により、低所得世帯への生活応援を図る。とりわけ、子ど

もの貧困が深刻化する中で、小中学校の給食費無償化、小・中学校の自然

教室の食事代補助、生活保護・就学援助世帯の入学祝金・修学旅行支度

金・就学援助世帯への眼鏡支給・社会見学等の実費支給補助を復活すると

ともに、市立定時制高校の夜食代補助を復活する。 

⑹ 大学生の約半数が奨学金制度を利用していることから、若者支援として返

済が不要な給付型大学奨学金を拡充し、生活を支えるため、単身者家賃補

助として１ヶ月１万円の補助を行う。 
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⑺ 中小企業活性化条例の施行にふさわしく、工場の家賃や機械リース代など

の固定費補助制度創設で中小・零細企業者を直接下支えする。建設業の振

興とともに経済波及効果が大きく、市民にも喜ばれる住宅リフォーム助成

事業を創設する。雇用をめぐる環境が厳しい中、こうした取組により雇用

拡大を図る。 

⑻  国際コンテナ戦略港湾関連や、臨海部の基盤整備等への投資、臨港道路東

扇島水江町線など市民生活にとって必要性が示されない橋の整備、高速川

崎縦貫道路など、不要不急の大規模事業を中止・延期することで、一般会計

の市債発行を抑制し、後年度負担の軽減を図る。 

 

３ 組替えの内容 

不要不急の大規模事業の中止と基金からの借入れ、取崩しなどにより、後

年度負担を軽減するとともに、約１８３億円を確保し、次の「⑵歳出予算の組

替え」に掲げた施策を実施する。 

⑴ 歳入予算等の組替え 

ア 国際コンテナ戦略港湾関連事業（京浜港広域連携推進事業、東扇島コン

テナターミナル整備等）の中止（市債発行約５億６，５００万円の抑制な

ど：事業費約１３億８０４万円） 

イ 東扇島掘込部土地造成事業の中止（事業費約２３億４，８２７万円） 

ウ 臨港道路東扇島水江町線整備の推進事業の中止（一般財源約８６万円、

市債発行約３５億８，７００万円の抑制など：事業費約３７億２，３３６

万円） 

エ 臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備の中止（臨海部活性化推進事業、

国際戦略拠点地区整備推進事業等）（一般財源約１２億３，３８６万円、

市債発行約５億２，８００万円の抑制など：事業費約２０億４，９７１万

円） 

オ 高速川崎縦貫道路関連事業（川崎縦貫道路整備事業、高速川崎縦貫道路

４０９号新設改築）の中止（一般財源約９２２万円、市債発行約５，３０

０万円の抑制など：事業費約７，２３８万円） 

カ 競輪施設等整備事業基金（約１２．８億円）、競輪事業運営基金（約９．

９億円）、港湾整備事業基金（約７４．５億円）、土地開発基金（約１０．

７億円）、減債基金（約３１４５．８億円）等の当面使用する予定のない

基金から借入れ、取崩し（約１７１億円） 

⑵ 歳出予算の組替え 

ア 防災のための木造住宅の耐震補強工事への補助 

イ トイレトレーラーの配置 

10



ウ 高齢者入所施設等の入所者に対する新型コロナウイルス感染症検査の実  

 施 

エ 介護保険料の基準月額保険料を第７期の額に回帰 

オ 特別養護老人ホームの緊急増設 

カ 特別養護老人ホーム・介護老人保健施設の人材確保のための補助 

キ 介護援助手当の復活 

ク 障害者支援施設等運営費の市単独定率加算の復活 

ケ 障がい者で低所得１、２の方の医療費の無料化 

コ 重度障害者等の入院時食事代補助の復活 

サ 被保護世帯への上下水道料金の基本料金減免の復活 

シ 国民健康保険料について、１世帯年額１万円減額 

ス 国民健康保険料について、１９歳未満の子どもの均等割の免除 

セ 第２子保育料の無償化 

ソ 認可保育所等の保育士の処遇改善 

タ 私立幼稚園の入園料の補助 

チ 小児医療費助成の一部負担を撤廃し、高校生まで無料化 

ツ 小・中学校の就学援助費の復活（生活保護世帯等への入学祝金・修学旅

行支度金、眼鏡支給・社会見学費等） 

テ 少人数学級を中学３年生まで実施 

ト 小・中学校の給食費無償化 

ナ 小・中学校の自然教室の食事代補助の復活 

ニ 定時制高校夜食費の復活 

ヌ 給付型大学奨学金の拡充 

ネ 中小・零細企業への固定費（貸工場の家賃、機械のリース代等）の補助 

ノ 住宅リフォーム助成制度の創設 

ハ 補聴器購入費用の助成 

ヒ 単身者家賃補助 
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意見書案第１号 

 

 

政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意見書案の提出について 

 

 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

 

令和６年３月１２日 

 

川崎市議会議長  青 木 功 雄  様 

 

         提出者  川崎市議会議員  宗 田 裕 之 

 

                 〃     井 口 真 美 

 

                 〃     渡 辺   学 

 

                 〃     石 川 建 二 

                  

 〃     後 藤 真左美 

 

                 〃     小 堀 祥 子 

 

                 〃     市 古 次 郎 

 

                    〃     齋 藤   温 
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政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意見書 

 

 

政治資金規正法は、議会制民主政治の下における政党その他の政治団体の機能の重要性

及び公職の候補者の責務の重要性に鑑み、政治団体及び公職の候補者により行われる政治

活動が国民の不断の監視と批判の下に行われるようにするため、政治資金の収支の公開な

どを通して政治活動の公明と公正を確保することで、民主政治の健全な発達に寄与するこ

とを目的としている。 

 しかしながら、政治団体の会計責任者に対して義務付けられている会計帳簿への政治資

金の収支不記載や収支報告書そのものの不提出の事案、とりわけ、昨今では、政治資金パ

ーティーの対価、いわゆるパーティー券の収入に関する義務の不履行が次々と明らかにな

り、政治資金の収支状況が不透明になっている現状に対して、同法の精神や目的に照らし、

国民の政治不信が高まる事態となっている。 

また、本年２月に実施された民間の世論調査によると、収支報告書に不記載のいわゆる

裏金を受け取った議員が使い道について、「説明する必要がある」と回答した割合は８４．

９％に上るなど、問題の徹底解明を求める世論の声は圧倒的多数となっており、政治不信

の高まりを裏付ける結果となっている。 

このような中、首相は国会において不記載の実態把握に努めると答弁したものの、本年

２月５日に示された、収支報告書の訂正に関する議員の暫定的なリストには、還流（キッ

クバック）を受けた政治団体名、金額、代表者名は記載されていたが、裏金受領の日付や

支出額、還流が始まった経緯や収支報告書に記載しなかった理由等、具体的な説明の記載

が一切なく、このことは、同法の根本精神を踏みにじった違法行為という認識と反省が欠

如していることの表れである。 

よって、国におかれては、国民の政治への信頼を取り戻すため、あらゆる手段を講じて

政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を行うよう強く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  年 月 日 

議会議長名 

 

 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長  宛て 

 内閣総理大臣 

 総 務 大 臣 
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意見書案第２号 

 

 

政治家の政治資金に関わるコンプライアンス遵守を求める意見書案の提出

について 

 

 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

 

令和６年３月１３日 

 

川崎市議会議長  青 木 功 雄  様 

 

         提出者  川崎市議会議員  原   典 之 

 

 

                 〃     堀 添   健 

 

 

                 〃     浜 田 昌 利 

 

 

                 〃     仁 平 克 枝 
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政治家の政治資金に関わるコンプライアンス遵守を求める意見書 

 

 

国会議員による政治資金パーティーをめぐる事件で、政治資金収支報告書に不記載又は

虚偽記載をして、現職国会議員が政治資金規正法違反の疑いで逮捕されるなど、政治資金

に関わる政治家のコンプライアンスの欠如が国民から厳しい指摘を受けている。 

政治資金規正法は、第２条の基本理念において、政治資金は、適切に運用される必要が

ある旨、また同条第２項において、「政治団体は、その責任を自覚し、その政治資金の収

受に当たっては、いやしくも国民の疑惑を招くことのないように、この法律に基づいて公

明正大に行わなければならない」と定められ、政治活動を国民の監視の下に置くことで公

正性を確保することを狙いとしている。 

このような情勢を受け、現在、国会においては政治資金規正法の改正など連日議論が行

われており、国会では岸田首相が、最大の問題点は、現行の法律ですら遵守が徹底されな

かったということ、すなわちコンプライアンスが欠如していた点であり、党としても説明

責任と政治責任を果たしていかなければならない旨の答弁をしている。 

よって、国におかれては、再発防止に向けて、政治資金の透明性を高め、政治家の責任

の厳格化等を含めた政治資金規正法改正の議論を深めていくよう強く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  年 月 日 

議会議長名 

 

 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣 

 法 務 大 臣 

 財 務 大 臣 
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意見書案第３号 

 

 

大阪・関西万博の開催時期や会場の追加を含めた開催手法の見直しを求め

る意見書案の提出について 

 

 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

 

令和６年３月１２日 

 

川崎市議会議長  青 木 功 雄  様 

 

         提出者  川崎市議会議員  月 本 琢 也 

 

                 〃     三 宅 隆 介 

 

                 〃     吉 沢 章 子 

 

                 〃     飯 田   満 

                  

                 〃     重 冨 達 也 
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大阪・関西万博の開催時期や会場の追加を含めた開催手法の見直しを求める 

意見書 

 

 

２０２５年日本国際博覧会（以下「大阪・関西万博」という。）は、大阪市此花区夢洲

を会場として、令和７年４月から１０月までの半年にわたって開催をする準備が進められ

ているが、会場建設費を始めとした、各種経費の膨張による国民負担の増加が新聞等各種

メディアで大きく報じられるなど、課題が山積している。 

このような中、資材価格の高騰や人手不足を背景とした建設会社との交渉の難航等の影

響により、かねてから準備の遅れが指摘されてきたが、大阪・関西万博を運営する日本国

際博覧会協会は、本年２月に参加者自らが建築する必要のあるパビリオンタイプＡ（敷地

渡し方式）に関する、大規模な建設作業の完了目標を本年７月から１０月中旬へと変更し

たところである。 

また、会場となる夢洲は、廃棄物等の埋立地であることから、電気やガスといったライ

フラインの整備のほか、地盤沈下対策や液状化対策を含む大規模な土地造成工事がパビリ

オン等の各種施設や設備の建設と並行して進められているが、本年元旦に発生した令和６

年能登半島地震の復旧・復興に必要となる建設資材や人員の確保等に影響を与えることが

懸念される。 

さらに、来場者数については、国内外から約２，８２０万人の来場を想定しているが、

大阪府の宿泊施設の平均客室稼働率は、訪日外国人の増加と国内旅行の回復があいまって、

昨年８月時点においても、東京都を超える８０％となっていることから、大阪・関西万博

の開催時に一時的に増大する需要について、大阪府のみで対応することは困難である。 

よって、国におかれては、多額の国費が投じられる大阪・関西万博について、令和６年

能登半島地震の復旧・復興の優先と会場となる夢洲の着実な整備等のため、開催時期の延

期や宿泊施設の受入能力に比較的余裕があり、かつ、コンベンション施設を有する兵庫県、

奈良県、和歌山県等の関西圏の近隣都市にも会場を追加し分散開催するなど、開催時期や

会場の追加を含めた開催手法を見直すことを強く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  年 月 日 

議会議長名 

 

 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣    宛て 

 総 務 大 臣 

 経済産業大臣 

 国際博覧会担当大臣 
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決議案第１号 

 

 

行政文書における誤解を招く記載内容の修正を求める決議案の提出につい

て 

 

 

上記の決議案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提出

いたします。 

 

令和６年３月１３日 

 

川崎市議会議長  青 木 功 雄  様 

 

         提出者  川崎市議会議員  三 宅 隆 介 

 

                 〃     吉 沢 章 子 

 

                 〃     飯 田   満 

 

                 〃     月 本 琢 也 

                  

 〃     重 冨 達 也 
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行政文書における誤解を招く記載内容の修正を求める決議 

 

 

あ本市では、平成１７年、すべての人が互いに認め合い、人権が尊重され、自立した市民

として共に暮らしていくことができる多文化共生社会の実現に向けて、基本的な考え方と

具体的な推進内容を示す川崎市多文化共生社会推進指針を策定し、外国人市民に関わる施

策等を体系的かつ総合的に推進してきた。 

本指針内、社会参加の促進の一節において、「地方参政権の実現については、他の自治

体と連携しながら国に働きかけることを検討します」との記載があるが、昨年１１月の市

議会文教委員会や第５回市議会定例会において、当該記載内容について、多数の議員が、

市が前向きに地方参政権の実現に取り組む意味と捉えかねないとの疑問を抱き、本年３月

の指針の改定に当たって、記載内容の見直しを求める意見・要望があったところである。 

これらの指摘に対し、当局は、外国人市民の参政権は専ら国の立法政策にかかわる事柄

であるとしつつ、平成６年に本市議会で採択された定住外国人の地方参政権の確立に関す

る意見書を始め様々な考えや意見があることや、外国人市民代表者会議からも、外国人市

民の地方参政権実現に向けて国に働きかけるよう努める旨の提言が出されていること等か

ら、国の動向等を注視し、必要に応じて他自治体とも連携する可能性等を踏まえたこと等

を理由に、当該記載内容は変更しないとしている。 

しかしながら、本市議会では平成２２年に、憲法上は違憲との司法判決のある外国人の

参政権に関して、慎重な対応を求める永住外国人地方参政権付与に関する意見書を採択の

上、国宛てに提出しており、市議会の意見書を市民意見の一つとして採用するのであれば、

後年に採択された当該意見書の趣旨を反映すべきであり、また、外国人市民代表者会議か

らの上記提言に対して、市は、「国会の動向等を注視していく」とのみ回答していること

からも、本指針の記載内容は一貫性が担保できないものとなっている。 

よって、本市議会は、川崎市多文化共生社会推進指針における外国人の地方参政権の付

与に関する記載内容を修正するよう強く求めるものである。 

 以上、決議する。 

 

  年 月 日 

川崎市議会 
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３月１８日（月）の本会議の議事要領 

 

 

 

１ 

   日程第１  令和６年度施政方針 

   日程第２  一般議案   ６７件 

   日程第３  当初予算等  ２０件   一括上程 

   日程第４  報  告    １件 

   日程第５  請  願    ３件 

 

 (1) 委員長報告 （日程第２、第５の各案件） 

   総務、文教、健康福祉、まちづくり、環境委員長の順 

   （予算審査特別委員会の委員長報告は省略） 

       ～ 委員長報告に対する質疑 ～ 

 

 (2) 「議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議 

   ［提案説明、代表質疑］ 

 

 (3) 「議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」に対する修正案 

    ［提案説明、代表質疑］ 

 

 (4) 討 論 （日程第２、第３、第５の各案件、予算の組替えを求める動議、修正案） 

   ［日程第１の令和６年度施政方針、日程第４の報告に対するご意見などがあれば、併せてお願い

する。発言は、今議会の発言順］ 

 

 (5) 採 決 

   ① 「議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議を押しボタンを用い

た記名投票により採決 
 

   ② 日程第２の議案６７件中、次の議案２４件を除いた４３件を押しボタンを用いた記名投票によ

り一括採決 

議案第 ２号 川崎市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条 

例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ６号 川崎市コミュニティセンター条例の制定について 

議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１６号 川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の一 

部を改正する条例の制定について 

議案第１７号 川崎市建築基準条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８号 川崎市不燃化重点対策地区における建築物の不燃化の推進に関する条例の一部 

を改正する条例の制定について 

議案第１９号 川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一部を改正 

する条例の制定について 

議案第２３号 川崎市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第３１号 神奈川県道高速横浜羽田空港線等に関する事業の変更の同意について 

議案第３３号 川崎市立小中学校空調設備更新整備等事業の契約の締結について 

議案第６７号 川崎市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一 

部を改正する条例の制定について 

議案第７１号 川崎市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する 
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条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７４号 川崎市養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条 

例の制定について 

議案第７５号 川崎市特別養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正す 

る条例の制定について 

議案第７６号 川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例 

等の一部を改正する条例の制定について 

議案第７７号 川崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する 

条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７８号 川崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部 

を改正する条例の制定について 

議案第７９号 川崎市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部 

を改正する条例の制定について 

議案第８０号 川崎市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例 

の一部を改正する条例の制定について 

議案第８２号 川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の一部 

を改正する条例の制定について 

議案第８３号 川崎市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予 

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例 

等の一部を改正する条例の制定について 

議案第８４号 川崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指 

定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の 

基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第８５号 川崎市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に 

係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正 

する条例の制定について 

議案第８６号 川崎市軽費老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条 

例の制定について 
 

   ③ 議案第１０号に対する宗田裕之議員ほか７人の議員から提出された修正案を押しボタンを用い

た記名投票により採決 
 

   ④ 除いた議案第２号、第６号、第１０号、第１６号、第１７号、第１８号、第１９号、第２３号、 

第３１号、第３３号、第６７号、第７１号、第７４号、第７５号、第７６号、第７７号、第７８号、 

第７９号、第８０号、第８２号、第８３号、第８４号、第８５号及び第８６号の２４件を押しボ

タンを用いた記名投票により一括採決 
 

   ⑤ 議案第３３号に対する附帯決議案を押しボタンを用いた記名投票により採決 
 

   ⑥ 日程第３の当初予算等２０件中、次の９件を除いた１１件を押しボタンを用いた記名投票によ

り一括採決 

     議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算 

     議案第３９号 令和６年度川崎市競輪事業特別会計予算 

     議案第４１号 令和６年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

     議案第４３号 令和６年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

     議案第４５号 令和６年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

     議案第４６号 令和６年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

     議案第５０号 令和６年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

     議案第５３号 令和６年度川崎市下水道事業会計予算 

     議案第５４号 令和６年度川崎市水道事業会計予算 
 

   ⑦ 除いた議案９件中、議案第３８号を押しボタンを用いた記名投票により採決 
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   ⑧ 除いた議案第３９号、第４１号、第４３号、第４５号、第４６号、第５０号、第５３号及び第 

５４号の８件を押しボタンを用いた記名投票により一括採決 
 

   ⑨ 日程第５の請願３件中、請願第９号を押しボタンを用いた記名投票により採決 

     請願第 ９号 わくわくプラザ事業及び自主学童保育の検証に関する請願 
 

   ⑩ 請願第１２号を押しボタンを用いた記名投票により採決 

     請願第１２号 高齢者介護や障害福祉を支える職員の処遇改善のために、国に対して介護報酬 

と障害福祉サービス等報酬の引き上げを求める請願 
 

   ⑪ 請願第１５号を押しボタンを用いた記名投票により採決 

     請願第１５号 高齢者向け優良賃貸住宅の家賃補助継続を求める請願 

 

 ２ 

日程第６ 

 議案第９０号 川崎市副市長の選任について 

 ［上程、提案説明、代表質疑（意見等含む。）の後、直ちに押しボタンを用いた記名投票により
採決］ 

 

 ３ 

日程第７ 

 議案第９１号 川崎市教育委員会委員の任命について 

 ［上程、提案説明、代表質疑（意見等含む。）の後、直ちに押しボタンを用いた記名投票により
採決］ 

 

 ４ 

日程第８ 

 議案第９２号 神奈川県公安委員会委員の推薦について 

 ［上程、提案説明、代表質疑（意見等含む。）の後、直ちに押しボタンを用いた記名投票により
採決］ 

 

 ５ 

日程第９ 

    意見書案第１号 政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意見書 

    意見書案第２号 政治家の政治資金に関わるコンプライアンス遵守を求める意見書 

［一括上程、提案説明、代表質疑（討論）の後、まず、意見書案第１号を押しボタンを用いた記名

投票により採決。その後、意見書案第２号を押しボタンを用いた記名投票により採決］ 
    

    意見書案第３号 大阪・関西万博の開催時期や会場の追加を含めた開催手法の見直しを求める意 

見書 

    ［上程、提案説明、代表質疑（討論）の後、直ちに押しボタンを用いた記名投票により採決］ 
    

    決議案第 １号 行政文書における誤解を招く記載内容の修正を求める決議 

    ［上程、提案説明、代表質疑（討論）の後、直ちに押しボタンを用いた記名投票により採決］ 

 

 ６ 
日程第１０ 常任委員会委員の所属変更について 
 ［「常任委員会委員所属変更申し出一覧表」のとおり議長が指名］ 

 

 ７ 
日程第１１ 議会運営委員会委員の選任について 
 ［議長の指名により選任］ 
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 ８ 
日程第１２ 請願・陳情 
 ［「請願陳情文書表（その２）」により各常任委員会へ付託の上、議会閉会中の継続審査を議決］ 

 

 ９ 
日程第１３ 閉会中の継続審査及び調査について 
 ［「閉会中の継続審査及び調査の申し出一覧表」のとおり決することを議決］ 

 
＊慣例により退任予定の伊藤副市長の挨拶 
＊慣例により市長の挨拶 
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令 和 ６ 年 第 １ 回 川 崎 市 議 会 定 例 会 
議事日程第６号 

 
 
                               令和６年３月１８日（月） 

午 前 １０ 時   開 議  
 
 

 第 １ 
 
  令和６年度施政方針 
 
 第 ２ 
 

議案第 １号  川崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ２号  川崎市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

議案第 ３号  川崎市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ５号  川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ６号  川崎市コミュニティセンター条例の制定について 

議案第 ７号  川崎市個人市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人を定め

る条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ８号  川崎市病院等における人員及び施設の基準に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議案第 ９号  川崎市総合リハビリテーションセンター及び障害者福祉施設条例の一部を改正する

条例の制定について 

議案第１０号  川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１１号  川崎市女性自立支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の制定について 

議案第１２号  川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１３号  川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議案第１４号  川崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第１５号  川崎市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１６号  川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

議案第１７号  川崎市建築基準条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８号  川崎市不燃化重点対策地区における建築物の不燃化の推進に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第１９号  川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

議案第２０号  川崎市水道事業、工業用水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例等の一部を

改正する条例の制定について 

議案第２１号  川崎市病院局企業職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２２号  川崎市消防手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２３号  川崎市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２４号  川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２５号  包括外部監査契約の締結について 

議案第２６号  労働会館改修工事請負契約の締結について 

議案第２７号  労働会館改修電気設備工事請負契約の締結について 

議案第２８号  労働会館改修空気調和設備その他工事請負契約の締結について 

議案第２９号  川崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

議案第３０号  スポーツ・文化複合施設整備等事業の契約の変更について 

議案第３１号  神奈川県道高速横浜羽田空港線等に関する事業の変更の同意について 

議案第３２号  市道路線の認定及び廃止について 

議案第３３号  川崎市立小中学校空調設備更新整備等事業の契約の締結について 

議案第３４号  （仮称）川崎市南部学校給食センター整備等事業の契約の変更について 
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議案第３５号  （仮称）川崎市中部学校給食センター整備等事業の契約の変更について 

議案第３６号  （仮称）川崎市北部学校給食センター整備等事業の契約の変更について 

議案第３７号  訴訟上の和解について 

議案第５８号  令和５年度川崎市一般会計補正予算 

議案第５９号  令和５年度川崎市競輪事業特別会計補正予算 

議案第６０号  令和５年度川崎市国民健康保険事業特別会計補正予算 

議案第６１号  令和５年度川崎市介護保険事業特別会計補正予算 

議案第６２号  令和５年度川崎市港湾整備事業特別会計補正予算 

議案第６３号  令和５年度川崎市墓地整備事業特別会計補正予算 

議案第６４号  令和５年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計補正予算 

議案第６５号  令和５年度川崎市下水道事業会計補正予算 

議案第６６号  川崎市立看護短期大学条例及び川崎市立看護短期大学奨学金貸付条例を廃止する条

例の制定について 

議案第６７号  川崎市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

議案第６８号  川崎市指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

議案第６９号  川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議案第７０号  川崎市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

議案第７１号  川崎市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第７２号  川崎市障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第７３号  川崎市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第７４号  川崎市養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第７５号  川崎市特別養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

議案第７６号  川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例等の

一部を改正する条例の制定について 

議案第７７号  川崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第７８号  川崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第７９号  川崎市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第８０号  川崎市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第８１号  川崎市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営の基準に関する条例を廃止す

る条例の制定について 

議案第８２号  川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第８３号  川崎市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例等の一

部を改正する条例の制定について 

議案第８４号  川崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第８５号  川崎市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る

介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

25



議案第８６号  川崎市軽費老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第８７号  川崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第８９号  令和５年度川崎市一般会計補正予算 

 

第 ３ 
 
議案第３８号  令和６年度川崎市一般会計予算 

議案第３９号  令和６年度川崎市競輪事業特別会計予算 

議案第４０号  令和６年度川崎市卸売市場事業特別会計予算 

議案第４１号  令和６年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第４２号  令和６年度川崎市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 

議案第４３号  令和６年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第４４号  令和６年度川崎市公害健康被害補償事業特別会計予算 

議案第４５号  令和６年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

議案第４６号  令和６年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

議案第４７号  令和６年度川崎市勤労者福祉共済事業特別会計予算 

議案第４８号  令和６年度川崎市墓地整備事業特別会計予算 

議案第４９号  令和６年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計予算 

議案第５０号  令和６年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

議案第５１号  令和６年度川崎市公債管理特別会計予算 

議案第５２号  令和６年度川崎市病院事業会計予算 

議案第５３号  令和６年度川崎市下水道事業会計予算 

議案第５４号  令和６年度川崎市水道事業会計予算 

議案第５５号  令和６年度川崎市工業用水道事業会計予算 

議案第５６号  令和６年度川崎市自動車運送事業会計予算 

議案第８８号  令和６年度川崎市一般会計補正予算 

 

第 ４ 
 

報告第 １号  地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について 

 

第 ５ 
 

請願第 ９号  わくわくプラザ事業及び自主学童保育の検証に関する請願 

請願第１２号  高齢者介護や障害福祉を支える職員の処遇改善のために、国に対して介護報酬と障 

        害福祉サービス等報酬の引き上げを求める請願 

請願第１５号  高齢者向け優良賃貸住宅の家賃補助継続を求める請願 

 

第 ６ 
 

議案第９０号  川崎市副市長の選任について 

 

第 ７ 
 

議案第９１号  川崎市教育委員会委員の任命について 

 

第 ８ 
 

議案第９２号  神奈川県公安委員会委員の推薦について 

 

第 ９ 
 

意見書案第１号  政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意見書 

意見書案第２号  政治家の政治資金に関わるコンプライアンス遵守を求める意見書 

意見書案第３号  大阪・関西万博の開催時期や会場の追加を含めた開催手法の見直しを求める意見 

         書 

決議案第 １号  行政文書における誤解を招く記載内容の修正を求める決議 
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第１０ 
 

常任委員会委員の所属変更について 

 

第１１ 
 

議会運営委員会委員の選任について 

 

第１２ 
 

請願・陳情 

 

第１３ 
 

閉会中の継続審査及び調査について 
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令和６年３月１１日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            総 務 委 員 長 

                              木 庭 理 香 子 
 

総務委員会審査報告書（議案） 
 
  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条の規定により報告します。 
 

記  
 

議案第 １号 川崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 

                   （原案可決） 

 

議案第 ２号 川崎市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について（原案可決） 

 

議案第 ３号 川崎市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

                   （原案可決） 

 

議案第２５号 包括外部監査契約の締結について 

                   （原案可決） 

 

議案第２６号 労働会館改修工事請負契約の締結について 

                   （原案可決） 

 

議案第２７号 労働会館改修電気設備工事請負契約の締結について 

                   （原案可決） 

 

議案第２８号 労働会館改修空気調和設備その他工事請負契約の締結について 

                   （原案可決） 

 

議案第２９号 川崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 （同  意） 
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議案第５８号 令和５年度川崎市一般会計補正予算 

                   （原案可決） 

 

議案第５９号 令和５年度川崎市競輪事業特別会計補正予算 

                   （原案可決） 

 

議案第８９号 令和５年度川崎市一般会計補正予算 

                   （原案可決） 

 

29



令和６年３月１２日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            文 教 委 員 長 

                              押 本 吉 司 
 

文教委員会審査報告書（議案） 
 
  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条の規定により報告します。 
 

記  

 

議案第 ６号 川崎市コミュニティセンター条例の制定について                      

（原案可決） 

 

議案第 ７号 川崎市個人市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活

動法人を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

           （原案可決） 

 

議案第１１号 川崎市女性自立支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の制定に

ついて                   （原案可決） 

 

議案第１２号 川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例の制定について               

（原案可決） 

 

議案第１３号 川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正

する条例の制定について           （原案可決） 

 

議案第１４号 川崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について （原案可決） 

 

議案第２４号 川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て                     （原案可決） 

 

議案第３０号 スポーツ・文化複合施設整備等事業の契約の変更について 

                     （原案可決） 
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議案第３３号 川崎市立小中学校空調設備更新整備等事業の契約の締結について 

                     （原案可決、附帯決議を付す） 
                       ＊附帯決議案は別紙のとおり 

 

議案第３４号 （仮称）川崎市南部学校給食センター整備等事業の契約の変更につい

て                     （原案可決） 

 

議案第３５号 （仮称）川崎市中部学校給食センター整備等事業の契約の変更につい

て                     （原案可決） 

 

議案第３６号 （仮称）川崎市北部学校給食センター整備等事業の契約の変更につい

て                     （原案可決） 

 

議案第３７号 訴訟上の和解について 

                             （原案可決） 
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「議案第３３号 川崎市立小中学校空調設備更新整備等事業の

契約の締結について」に対する附帯決議案  

 
   
  １ 本事業の実施に当たっては、市内事業者を育成する観点か

ら、一層の地元活用、地元調達に向けた取組につき、市とし

て適切に対応するとともに、モニタリングや進行管理を適切

に行い、適宜議会に報告すること。  

 
  ２ 本契約は、令和２２年度までの長期にわたる契約であるた

め、契約変更等の対応を行う場合においては、債務負担行為

の見直しをはじめ、適宜適切に議会に対し、丁寧な説明を行

うこと。また、下請事業者への支払いが適正に行われるよう、

適切に対応すること。  

 
  ３ 本市内で災害が発生した場合には、市内事業者も被災して

いる可能性を含め、本市の災害復旧に向けた支援を、市外に

所在する構成企業から確実に受けられるよう、本市と構成企

業との間で災害時支援に関する協定を締結するよう取り組む

こと。  
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令和６年３月１２日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            健康福祉委員長 

                              各 務 雅 彦 
 

健康福祉委員会審査報告書（議案） 
 
  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

規則第７７条の規定により報告します。 
 

記  
 

議案第 ８号 川崎市病院等における人員及び施設の基準に関する条例の一部を改正

する条例の制定について           （原案可決） 

 

議案第 ９号 川崎市総合リハビリテーションセンター及び障害者福祉施設条例の一

部を改正する条例の制定について       （原案可決） 

 

議案第１０号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

           （原案可決） 

 

議案第２１号 川崎市病院局企業職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

       （原案可決） 

 

議案第２２号 川崎市消防手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

                             （原案可決） 

 

議案第２３号 川崎市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

       （原案可決） 

 

議案第６０号 令和５年度川崎市国民健康保険事業特別会計補正予算 

           （原案可決） 

 

議案第６１号 令和５年度川崎市介護保険事業特別会計補正予算 

       （原案可決） 
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議案第６６号 川崎市立看護短期大学条例及び川崎市立看護短期大学奨学金貸付条例

を廃止する条例の制定について        （原案可決） 

 

議案第６７号 川崎市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について   （原案可決） 

 

議案第６８号 川崎市指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営の基準等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について   （原案可決） 

 

議案第６９号 川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正

する条例の制定について           （原案可決） 

 

議案第７０号 川崎市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定について       （原案可決） 

 

議案第７１号 川崎市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 （原案可決） 

 

議案第７２号 川崎市障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について          （原案可決） 

 

議案第７３号 川崎市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営の基準等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について    （原案可決） 

 

議案第７４号 川崎市養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について          （原案可決） 

 

議案第７５号 川崎市特別養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例の制定について        （原案可決） 

 

議案第７６号 川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関

する条例等の一部を改正する条例の制定について（原案可決） 

 

議案第７７号 川崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

       （原案可決） 
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議案第７８号 川崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について    （原案可決） 

 

議案第７９号 川崎市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営の基準に関する条

例の一部を改正する条例の制定について    （原案可決） 

 

議案第８０号 川崎市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について （原案可決） 

 

議案第８１号 川崎市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営の基準に関する

条例を廃止する条例の制定について      （原案可決） 

 

議案第８２号 川崎市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条

例の一部を改正する条例の制定について    （原案可決） 

 

議案第８３号 川崎市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指

定介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基

準等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

 （原案可決） 

 

議案第８４号 川崎市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて                   （原案可決） 

 

議案第８５号 川崎市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について   （原案可決） 

 

議案第８６号 川崎市軽費老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について          （原案可決） 

 

議案第８７号 川崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

       （原案可決） 
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令和６年３月１２日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            まちづくり委員長 

                              林   敏 夫 
 

まちづくり委員会審査報告書（議案） 
 
  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条の規定により報告します。 
 

記  
 

議案第 ５号 川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

                             （原案可決） 

 

議案第１５号 川崎市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例の制定について      

（原案可決） 

 

議案第１６号 川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する

条例の一部を改正する条例の制定について      （原案可決） 

 

議案第１７号 川崎市建築基準条例の一部を改正する条例の制定について             

（原案可決） 

 

議案第１８号 川崎市不燃化重点対策地区における建築物の不燃化の推進に関する条

例の一部を改正する条例の制定について    （原案可決） 

 

議案第１９号  川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一

部を改正する条例の制定について       （原案可決） 

 

議案第３１号 神奈川県道高速横浜羽田空港線等に関する事業の変更の同意について 

                             （原案可決） 

 

議案第３２号 市道路線の認定及び廃止について 

                             （原案可決） 
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議案第６３号 令和５年度川崎市墓地整備事業特別会計補正予算 

                             （原案可決） 

 

議案第６４号 令和５年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計補正予算 

                             （原案可決） 
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令和６年３月１１日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            環 境 委 員 長 

                              浦 田 大 輔 
 

環境委員会審査報告書（議案） 
 
  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条の規定により報告します。 
 

記  
 

議案第２０号 川崎市水道事業、工業用水道事業及び下水道事業の設置等に関する条

例等の一部を改正する条例の制定について   （原案可決）                

 

議案第６２号 令和５年度川崎市港湾整備事業特別会計補正予算                

（原案可決） 

 

議案第６５号 令和５年度川崎市下水道事業会計補正予算         

（原案可決） 
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令和６年３月８日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
 予算審査特別委員長 
 木 庭 理 香 子 

 
予算審査特別委員会審査報告書（議案） 

 
  本委員会は、令和６年２月２８日に付託された下記の議案を審査の結果、「結論は   

本会議に譲る」ことに決定したので、会議規則第７７条の規定により報告します。 
 

記  
 

議案第３８号 令和６年度川崎市一般会計予算 

議案第３９号 令和６年度川崎市競輪事業特別会計予算 

議案第４０号 令和６年度川崎市卸売市場事業特別会計予算 

議案第４１号 令和６年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第４２号 令和６年度川崎市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 

議案第４３号 令和６年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第４４号 令和６年度川崎市公害健康被害補償事業特別会計予算 

議案第４５号 令和６年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

議案第４６号 令和６年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

議案第４７号 令和６年度川崎市勤労者福祉共済事業特別会計予算 

議案第４８号 令和６年度川崎市墓地整備事業特別会計予算 

議案第４９号 令和６年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計予算 

議案第５０号 令和６年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

議案第５１号 令和６年度川崎市公債管理特別会計予算 

議案第５２号 令和６年度川崎市病院事業会計予算 

議案第５３号 令和６年度川崎市下水道事業会計予算 

議案第５４号 令和６年度川崎市水道事業会計予算 

議案第５５号 令和６年度川崎市工業用水道事業会計予算 

議案第５６号 令和６年度川崎市自動車運送事業会計予算 

議案第８８号 令和６年度川崎市一般会計補正予算 
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令和６年３月１３日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            文 教 委 員 長 

                              押 本 吉 司 
 

文教委員会審査報告書（請願） 
 
  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。 
 

記  
 

請願第９号 わくわくプラザ事業及び自主学童保育の検証に関する請願  
（取り下げ） 
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令和６年３月１２日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            健康福祉委員長 

                              各 務 雅 彦 
 

健康福祉委員会審査報告書（請願） 
 
  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。 
 

記  
 
   請願第１２号 高齢者介護や障害福祉を支える職員の処遇改善のために、国に対して

介護報酬と障害福祉サービス等報酬の引き上げを求める請願 

                   （ 不 採 択 ） 
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令和６年３月１２日  
 
  川 崎 市 議 会 議 長 
     青 木 功 雄 様 
 
                            まちづくり委員長 

                              林   敏 夫 
 

まちづくり委員会審査報告書（請願） 
 
  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議  
 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。 
 

記  
 

請願第１５号 高齢者向け優良賃貸住宅の家賃補助継続を求める請願                 

       （ 不 採 択 ） 
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常任委員会委員所属変更申し出一覧表 

令 和 ６年 ４月 １日 

 

 

 
委      員      名   （議 席 順） 

 

総務委員会 ［１３人］ 

 

（総務企画、財政、経済労働局、 

臨海部国際戦略本部、 

危機管理本部等） 

  長谷川智一   平 山 浩 二   末 永  直 ○ 後藤真左美 

  仁 平 克 枝   押 本 吉 司   川 島 雅 裕 ○ 原  典 之 

  橋 本  勝 ○ 宗 田 裕 之   織 田 勝 久   田村伸一郎 

  嶋 崎 嘉 夫    

文教委員会 ［１２人］ 

 

（市民文化、こども未来局、 

教育委員会） 

  重 冨 達 也   嶋  凌 汰   小 堀 祥 子   三 浦 恵 美 

  高 橋 美 里   浦 田 大 輔   上 原 正 裕 ○ 市 古 次 郎 

  山 崎 直 史   雨 笠 裕 治   浜 田 昌 利   浅 野 文 直 

 

健康福祉委員会 ［１２人］ 

 

（健康福祉、病院、消防局） 

 

  田 倉 俊 輔   柳 沢  優   加 藤 孝 明   山 田 瑛 理 

  齋 藤  温   高 戸 友 子 ○ 渡 辺  学   鈴 木 朋 子 

  春  孝 明   岩 隈 千 尋   松 原 成 文   大 島  明 

 

まちづくり委員会 ［１２人］ 

 

（まちづくり、建設緑政局） 

 

○ 飯 田  満   井 土 清 貴   枝 川  舞   吉 沢 章 子 

  嶋 田 和 明   矢 沢 孝 雄   岩 田 英 高   青 木 功 雄 

  井 口 真 美   木庭理香子   か わ の 忠 正   石 田 康 博 

 

環境委員会 ［１１人］ 

 

（環境、港湾、上下水道、 

交通局） 

 

  三 宅 隆 介 ○ 月 本 琢  也   那須野純花   工 藤 礼 子 

  各 務 雅 彦   本間賢次郎   林  敏 夫   河 野 ゆ か り 

  野 田 雅 之   石 川 建 二   堀 添  健  

 

○は引き続き在任 
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議 会 運 営 委 員 会 委 員 名 簿 

令和6年3月18日   

委員名（議席順） 会 派 名 

〇 上 原 正 裕 

自 民 党 
〇 各 務 雅 彦 

〇 野 田 雅 之 

〇 原  典 之 

〇 押 本 吉 司 

み ら い 〇 木 庭 理 香 子 

〇 堀 添  健 

〇 河 野 ゆ か り 

公 明 党 〇 田 村 伸 一 郎 

〇 浜 田 昌 利 

〇 宗 田 裕 之 
共 産 党 

 井 口 真 美 

〇 仁 平 克 枝 維 新 の 会 

〇は引き続き在任 
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閉会中の継続審査及び調査申し出一覧 表 

令和６年３月１８日 

《 総 務 委 員 会 》 

陳情第３号、６号、７号、８号、９号 

総務企画局、財政局、経済労働局、臨海部国際戦略本部、危機管理本部及びその他の行政について 

 

《 文 教 委 員 会 》 

 請願第２号、５号、６号、７号、１１号 

 陳情第１号、３２号 

 市民文化局、こども未来局及び教育委員会の行政について 
 

《 健 康 福 祉 委 員 会 》 

 請願第４号、１３号 

 陳情第４３号 

 健康福祉局、病院局及び消防局の行政について 

 

《まちづくり委員会》 

 請願第３号、１４号 

 陳情第１４号、１８号 

 まちづくり局及び建設緑政局の行政について 

 

《 環 境 委 員 会 》 

  

 環境局、港湾局、上下水道局及び交通局の行政について 

 

《 議 会 運 営 委 員 会 》 

  

議会の運営に関する事項 

 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

議長の諮問に関する事項 
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議会運営の手引き新旧対照表（案） 
 
【質問者席の使用に関する改正】 

改正案 現 行 

第３章 本会議 第３章 本会議 

 （略）   （略）  
 第７節 代表質問・質疑  
 （略）  
４２ 予算議会以外の代表質問は、次の実施要領により行う。 

                             

        代 表 質 問 制 実 施 要 領                           

 （略）  
 ５ 代表質問に対する答弁は、質問者ごとに直ちに行う。なお、質問

者が特に質問等の整理を必要とするときは、議長に休憩を求めるこ

とができる。  
  (1) 再質問は質問者席で行い、再答弁は自席で行う。  

 第７節 代表質問・質疑  
 （略）  
４２ 予算議会以外の代表質問は、次の実施要領により行う。 

                             

        代 表 質 問 制 実 施 要 領                           

 （略）  
 ５ 代表質問に対する答弁は、質問者ごとに直ちに行う。なお、質問

者が特に質問等の整理を必要とするときは、議長に休憩を求めるこ

とができる。  
  (1) 再質問、再答弁は自席で行う。  

 （略）   （略）  

４５ 再質問は質問者席で行い、再答弁は自席で行う。  ４５ 再質問は、質問、答弁とも自席で行う。  

 （略）   （略）  

４８ 分割議決議案及び追加議案に対する質疑は、通常、質問者席によ

る代表質疑とし、各会派それぞれ１名とする。  
４８ 分割議決議案及び追加議案に対する質疑は、通常、自席による代

表質疑とし、各会派それぞれ１名とする。  
 （略）   （略）  
 第１５節 行政報告と緊急質問  
 （略）  
９４ 行政報告に対する取り扱いは、議会運営委員会で協議する。質疑

を行う場合は質問者席で行い、発言の会派順序は、その会期の発言の

会派順位による。  

 第１５節 行政報告と緊急質問  
 （略）  
９４ 行政報告に対する取り扱いは、議会運営委員会で協議する。質疑

を行う場合は自席で行い、発言の会派順序は、その会期の発言の会派

順位による。  
 （略）  （略） 
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第６章 特別委員会 第６章 特別委員会 

 （略）  （略） 

 第３節 決算審査特別委員会  第３節 決算審査特別委員会 

 （略）   （略）  
１８４ 決算審査特別委員会の総括質疑は、質疑を質問者席で行い、答

弁を自席で行う。  
１８４ 決算審査特別委員会の総括質疑は、質疑、答弁とも自席で行う。
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議会運営の手引き新旧対照表（案） 
 
【電子採決システムの使用に関する改正】 

改正案 現 行 

第３章 本会議 第３章 本会議 

  （略）    （略）  
 第１１節 表決   第１１節 表決  
  （略）    （略）  

７１ 諮問に対する答申については、「異議ない旨回答する。」ことに

対する賛否を押しボタンを用いた記名投票により諮る。ただし、審

査請求に関する諮問に対する答申については、「棄却すべきもの（認

容すべきもの、却下すべきもの等）と回答する。」ことに対する賛

否を押しボタンを用いた記名投票により諮る。  

７１ 諮問に対する答申については、「異議ない旨回答する。」ことに

賛成する者の起立を求める。ただし、審査請求に関する諮問に対す

る答申については、「棄却すべきもの（認容すべきもの、却下すべ

きもの等）と回答する。」ことに賛成する者の起立を求める。  

７２ 住民投票の実施に関する協議における議会の議員数の賛否の

数の確認については、押しボタンを用いた記名投票により行う。議

長は、投票に加わる。  
 

７２ 住民投票の実施に関する協議における議会の議員数の３分の

２以上の反対数（以下「所定数」という。）の確認方法については、

議会運営委員会で協議し、決定する。  
なお、起立により所定数を確認する場合は、まず、住民投票の実

施に賛成する議員の起立を求め、次に、反対する議員の起立を求め、

それぞれの人数を確認する。この場合、議長は、賛否の確認に加わ

る。  
  （略）    （略）  
第６章 特別委員会  第６章 特別委員会  
  （略）    （略）  

第３節 決算審査特別委員会  第３節 決算審査特別委員会  
  （略）    （略）  
１９０ 決算審査特別委員会の全体会の表決は、押しボタンを用いた記

名投票による。 

１９０ 決算審査特別委員会の全体会の表決は、起立による。 
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